
 

 
 

 

 

NO.7 7/6「市民連合＠新潟」 共同代表 佐々木寛（広報･酢山 090-4923-0050）  

 

佐々木寛･共同代表の最後のアピール 
「むき出しの国家権力」と「市民連帯=野党統一」の対決に勝利を！ 

 

選挙戦も最終コーナーを回りました。１

人区の新潟は激戦区であるだけでなく、ま

さに今回の参院選全体の行方を左右する

「天王山」となっています。 

 

自民は異例なまでに連日首相や閣僚を

投入し、組織の厳しい締めあげによって勝

利しようとしています。一方、私たち市民連

合・野党統一候補側は、市民のボランティ

アと地域に分散した支部の活動が頼みです。つまり、新潟選挙区は、「むき出しの国家

権力」と「市民連帯＝野党統一」との全面対決の様相を呈しています。これはさらに言

い換えれば、「上からの政治＝国家主義」と「下からの政治＝民主主義」との対決であ

るともいえます。 

 

情勢は、まったくの５分と５分の戦いとなっています。おそらく最後の当落の結果は、

数万、あるいは数千・数百票の差になると思われます。つまり、有権者一人一人に最

後まであきらめずに働きかけた方が勝ちます。皆さんへの最後のお願いは、身近な人

で、「結局選挙に行かなかった」という人をゼロにすることです。 

 

それではなぜ、今回の選挙には必ず勝たなければならないのか。それは、「新しい

政治」の時代を創りだすためです。安倍政権の「この道しかない」というウソを証明し、

何よりも参議院で改憲勢力が３分の２になるのを阻止し、国民が主権者であることを再

び明らかにするためです。戦前に時代を戻すか、新しい希望の第一歩を踏み出すか。

大きな歴史的分岐点で、私達には今、考えうる限りの努力と行動が求められています。 

 



 

参議院選挙の対決軸 

憲法 9 条破壊の「自民・公明とその補完勢力」 

VS 

戦争法廃止で憲法守る「全野党+市民連合」 

 
森ゆうこへの一票は 

 

「安保法制=戦争法廃止、9 条守れの一票」 

「アベノミクス・ストップ、暮らし応援で 

経済をたてなおす一票」 

「TPP、原発、沖縄－国民の声に耳を傾け 

ない強権政治を許さない一票」 

 

 ○「朝日新聞」（2.3 日実施） 

改憲に前向きな自民、公明、おおさか維新、日

本のこころの 4 党の議席が参院全体で 3 分の 2

以上を「占めたほうがよい」は 36％、 

「占めないほうがよい」が 41％ 

○TBS 系の JNN（2,3 実施） 

改憲に賛成する勢力が参院で 3 分 

の 2 以上を占めることに「賛成」 

は 36％、「反対」は 45％、 

そして与野党のどちらかの議席が増え 

た方がよいかとの問いには「与党側の議席が増

えた方がよい」が 38％、「野党側の議席が増え

た方がよい」が 42％。 

○時事通信（1～3 日） 

参院選で自民党など4党が改憲

発議に必要な3分の 2の議席を 

   確保することに「反対」

が 49.6％、「賛成」が 

    31.5％。このうち公明

支持層では「賛

成」が 38.3％。 

    

   

「

賛成 

   ○NHK（6/27）今の憲法を改正する必要は「ある」

が 26％。「ない」が 36％、「どちらとも言えない」が 32％。 

○毎日新聞（6/24）改憲手続きを進めることに「賛成」が

36％、「反対」が 45％、「不明」が 19％。 

世論も支持

する「野党

共闘」「改憲

ノー」 

       内田樹氏が示唆に富んだ「野党共闘実践論」を展開 
       （武闘家、思想家、神戸女学院大学名誉教授） 

       

       哲学者のオルテガ・イ・ガセットは、民主主義とは「敵と共生する、 

反対者とともに統治する」ための政治制度だと述べています。 

立党の経緯も、政治的立場も違う政党が限定的な政策の一致を足場に 

して一時的な共闘関係を持ちうることは民主主義の最もすぐれた点で 

あり、フランスの人民戦線や中国の国共合作はじめ歴史上にいくつも       

の事例を挙げることができます。 

これを否定する自民党は、はしなくも政治の理想を「全国民があらゆ

る     る政策で一致している状態」だと考えていることを露呈させています。 

それは先の自民党の安保法案に党内から反対者が一人も出なかった事

実が明らかにしています。首相が理想としているのは、国民全員が同じ顔付きで、同

じ口ぶりで、同じ政治的信条を機械的に棒読みするような社会なのだと思います。 

まさにこの選挙での勝利を足がかりにそのような社会をつくろうとしている首相に

は、野党共闘が許しがたいものに見えるに違いありません。 

それは野党共闘が選挙戦で自民党に不利に働くからであるという以上に、「反対者

とともに統治する」という民主主義の本道を野党共闘が実践していることに対する不

快なのだと思います。（「赤旗」6/27） 

森ゆうこ＆市
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